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令和 7 年 10 月 6 日 
琉 球 大 学         

 

 
石垣島の固有種イシガキハイイロハネカクシを西表島でも確認  

20年にわたる観察が決め手 
琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研究施設の和智 仲
是（わち なかただ）助教、東京農業大学の平井 幸成（ひ
らい こうせい）氏、荒井 周（あらい しゅう）氏、西表
島在住の昆虫愛好家の庄山 守（しょうやま まもる）氏ら
の研究チームは、これまで石垣島の固有種と考えられてい
た「イシガキハイイロハネカクシ」が西表島にも生息して
いることを確認しました。本研究は、地域の自然環境や昆
虫多様性の理解を深める成果です。 
イシガキハイイロハネカクシは、1997 年に石垣島で記載
された甲虫の一種で、西表島からは報告されていませんで
した。しかし、2025 年 3 月に平井氏が西表研究施設でハ
ネカクシをテーマにした公開講座を行った際、庄山氏から
「ちょうど今の時期に西表島でもこの虫が採れる」との情報が寄せられ、実際にライト
トラップを設置したところ複数のイシガキハイイロハネカクシの個体を確認しました。 
庄山氏は 2004 年から 20 年以上にわたりイシガキハイイロハネカクシを収集してきて
おり、ライトトラップを用いた観察記録も継続的に蓄積していました。今回の採集調査
結果と記録を照合した結果、本種は西表島において一時的に現れたのではなく、長期的
かつ安定的に発生し以前から生息していたことが明らかとなりました。 
本研究の成果は、地域住民による長年の観察活動が学術的に大きな価値を持つことを示
しました。また、島を訪れる研究者だけでなく、地域の研究者、愛好家、そして偶然の
発見を重ねた地域住民の協力によって実を結んだものであり、市民科学の重要性を示す
好例といえます。 
本成果は、2025 年 9 月 30 日付で、生物の分布情報を専門に扱う国際学術誌 Check 

List に掲載されました。 
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別紙 
＜発表概要＞ 
イシガキハイイロハネカクシ（Eucibdelus ishigakiensis）は、1997年に石垣
島で記載された大型のハネカクシ科の一種（文献１）です。世界でも石垣島に
のみ生息する固有種とみなされ、これまで西表島からの報告はありませんでし
た。 
 
今回の発見の直接のきっかけは、2025年 3 月に東京農業大学の平井氏が西表
島を訪問し、琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研究施設の和智助教が世話
人をつとめる公開講座を開催したことでした。講座に参加していた地元の昆虫
愛好家の庄山氏から「イシガキハイイロハネカクシは西表島にもいる」との情
報が寄せられたのです。そこで和智助教と、以前から西表島の昆虫多様性解明
に取り組んできた東京農業大学の荒井氏も加わり共同の調査を行い、実際に複
数個体が採集されました。さらに平井氏の滞在中、講座をきっかけにハネカク
シに関心を持った施設職員の奥田 康平（おくだ こうへい）氏が、まさに講座
開催日の夜に施設の電灯で偶然採取した個体も本種であることが判明しまし
た。 
 
庄山氏が西表島で本種を採集したのは 2004 年に遡ります。その後 20年以上
にわたりライトトラップ調査を継続してきました。その長期データは、西表島
における本種の個体群が一時的ではなく安定的に発生し、以前から生息してい
ることを示す貴重な証拠となりました。また、イシガキハイイロハネカクシは
従来「春の虫」として知られていました（文献２）。しかし庄山氏のデータに
よると、西表島ではむしろ冬季（1〜2月）にライトトラップで多く確認されて
おり、冬から成虫が活動を開始している可能性が示唆されました。これは、石
垣島での既知の活動期（春の花期）とは異なる興味深い知見です。 
 
これらの結果を総合し、イシガキハイイロハネカクシの西表島における新産
地記録と、活動時期に関する新知見として報告しました。本研究は、地域の愛
好家である庄山氏による 20年以上の長期観察と、地域の研究者と島を訪れる
研究者による調査・分析が公開講座を通じて結びついた成果です。特に、西表
島に施設を持つ研究機関が存在し、地域住民と島内外の研究者が日常的に交流
できる環境があったことが、情報の共有と発見につながったととらえていま
す。 
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図 1. 西表島産イシガキハイイロハネカクシ 
2004年 2 月に採集された個体（左）と 2025年 3月に採集された個体（右） 
 
＜今後の展望＞ 
これまでイシガキハイイロハネカクシは「春の虫」として知られ、花での採
集記録が中心でした。しかし、庄山氏の長期にわたるライトトラップによる記
録により、冬（1〜2月）から個体が多く採集されることが明らかになりまし
た。その生態的意義は未解明ですが、同属 60種のうち 12種しかライトトラッ
プで採集されていないこと、そしてほとんどの種で任意採集と採集時期が重な
ること（文献３）から、冬季のライトトラップ調査は本種や同属種の生態解明
に向けた有力な手法である可能性が示されました。 
 
今回の報告は、石垣島の隣の西表島からも新産地が見つかったというだけの
小さな発見ですが、単なる分布記録の更新にとどまらず、地域住民と研究者の
協働が新たな知見を生む可能性も示しています。今後も、西表島や八重山諸島
で地域住民や愛好家の知見と研究者の調査を組み合わせることで、地域の昆虫
の分布や生態の理解を深めるとともに、地域に根ざした自然史研究や生物多様
性保全への貢献ができるのではないかと考えています。 
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